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た
そ
が
れ
に
鬼
が
舞
う

～
伝
統
の
舞
「
藤
縄
神
楽
」
～



現在の大洲
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２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ   故 西田　司 氏 大洲市葬のお知らせ
４ページ～  ２017年えひめ国体 ２0２0年東京五輪
　　　　　　　さらにその先を目指して（特集）
６ページ～ おおずニュース
９ページ～ シリーズ
1２ページ  まちのわだい
13ページ～ おしらせ
２５ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド
２８ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （伊予長浜豊年踊り保存会）

税　　　別 ７月 ８月 ９月 10月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税 2期 3期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 3期 4期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

７月の納税など　納期限は７月31日㈭です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,561人　（－48）
　男　　22,174人　（－21）
　女　　24,387人　（－27）
世帯数　20,297世帯（＋ 6 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　  59件（57件）
　死者　    1人（ 1 人） 
　負傷者　  67人（67人）

picture 写真

（2014年 5 月末現在）

　６月７日㈯、柳沢ほ
たるまつりを取材しま
した。
　小雨がぱらつくあい
にくの天候でしたが、
多くの人が会場に詰め
掛けました。
　この日は藤縄神楽が
披露され、鬼（ダイバ）
と子どもたちのやりとり
の場面では、大きな歓
声があがっていました。

　

私
の
小
学
校
生
活
で
一
番
の

思
い
出
は
、
５
年
生
の
運
動
会

の
時
に
、
組
体
操
で
７
段
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
で

す
。
自
分
た
ち
が
初
め
て
成
功

し
た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
は
「
一
期

一
会
」
で
す
。
私
は
今
ま
で
、

家
族
や
友
達
を
大
切
に
し
た

り
、
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
し

た
り
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
言

葉
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

　

私
が
尊
敬
す
る
い
と
こ
の
お

姉
さ
ん
は
、
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
私
の
夢
は
、

み
ん
な
の
歯
の
痛
み
を
と
る
、

す
ご
腕
の
歯
医
者
さ
ん
に
な
る

こ
と
で
す
。
い
と
こ
の
お
姉
さ

ん
の
よ
う
に
一
生
懸
命
勉
強
し

て
、
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今月の題字作成者
喜多小学校 ５ 年（現：喜多小学校 ６ 年）

　新
しん

　　　琴
こと

　葉
は

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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　元衆議院議員で国土庁長官、自治大臣を歴任された大洲
市名誉市民の西田司氏が ５ 月 ９ 日ご逝去されました。ここ
に生前のご功績をたたえ、謹んでお悔やみ申し上げます。
　つきましては、市葬を次のとおり執り行いますので、市
民の皆様のご会葬をお願いします。

【日　時】 ７ 月１２日㈯

　　　　午後 ２ 時３０分～

【場　所】大洲市民会館　大ホール

【形　式】無宗教による献花方式

　なお、市葬ですので、ご供花、ご供物、ご香典の儀は固
くご辞退申し上げます。
　駐車場として、観光駐車場、大洲小学校グラウンド、大
洲南中学校グラウンド、大洲市庁舎駐車場が利用できます。
当日は混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用ま
たはお車での乗り合わせにご協力ください。

【故 西田　司 氏 略歴】
昭和 3 年 ５ 月　喜多郡長浜町（現大洲市）下須戒に生まれる。
    3４年 ２ 月　長浜町議会議員に初当選。
    37年 ２ 月　長浜町議会議長に就任。
    3８年 1 月　長浜町長に初当選。以後 3 期にわたり町長を務める。
    ５1年1２月　衆議院議員に初当選。以後 ８ 期にわたり衆議院議員を務める。
    ５９年11月　国土政務次官に就任。
平成 ２ 年1２月　国務大臣　国土庁長官に就任。
    10年 7 月　自治大臣・国家公安委員長に就任。
    1２年 7 月　自治大臣・国家公安委員長に就任。
    1４年11月　勲一等旭日大綬章を受章。
    17年11月　愛媛県功労賞を受賞。
    ２0年 1 月　大洲市名誉市民となる。
　　２６年 ５ 月　正三位を叙せられる。

【問い合わせ先】総務課　☎２４－17２４

故 西田　司
まもる

 氏 大洲市葬のお知らせ
大洲市名誉市民

大
洲
市
役
所

大洲南中学校

大洲税務署

大洲小学校 観光駐車場

大洲市仮設庁舎

大洲市庁舎
駐車場

駐車場位置図
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２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
立

候
補
都
市
に
よ
る
開
催
計
画
説
明

会
が
昨
年
７
月
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
で
行
わ
れ
、
政
治
家
や
芸

術
家
、
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
で
組
織

さ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

委
員
会
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
９
月
に
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開

か
れ
た
第
１
２
５
次
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会

で
、
２
０
２
０
年
に
東
京
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
愛
媛
県
で
開
催
予

定
の
「
第
72
回
国
民
体
育
大
会
」

の
会
場
と
し
て
、
平
成
19
年
に
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
平
成
20
年
に
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
、
平
成
22
年
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
各
競
技
会
場
が

大
洲
市
に
内
定
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
定
を
う
け
て
、
市
で
は
、

平
成
23
年
度
に
教
育
委
員
会
内
に

国
民
体
育
大
会
準
備
室
を
設
置

地
元
開
催
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

2020年東京五輪
目指して
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し
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
国
体
準

備
課
に
名
称
を
改
め
、
さ
ら
に
各

種
団
体
な
ど
の
代
表
者
を
含
め
た

準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
本
大
会

の
開
催
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
で

は
、
え
ひ
め
国
体
時
に
少
年
種
別

︵
中
学
３
年
～
高
校
３
年
︶
の
主

力
と
な
る
世
代
︵
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ

イ
ジ
︶
の
有
望
選
手
を
重
点
強
化

す
る
「
え
ひ
め
国
体
タ
ー
ゲ
ッ
ト

エ
イ
ジ
強
化
事
業
」
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
本
市
か
ら
も
12
人
が
強

化
選
手
に
指
定
さ
れ
、
大
会
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
洲
市
・
喜
多
郡
で
は
、
６
月

３
日
㈫
か
ら
６
日
㈮
ま
で
中
学
校

総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中

学
校
13
校
か
ら
約
１
０
０
０
人
の

生
徒
が
参
加
し
、
県
大
会
を
目
指

し
て
12
競
技
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
や
地
域
が
積
極
的

に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
、
今

回
の
総
体
に
参
加
し
た
生
徒
の
中

か
ら
、
県
や
日
本
の
代
表
と
し
て

活
躍
す
る
選
手
が
現
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

2017年えひめ国体
さらにその先を
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おおずニュース

　

上
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
に

ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、こ
の
た
び
「
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

徃
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
警
察
業
務
に

ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
「
瑞

宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

上　田　　　弘
ひろし

　さん
（若　宮）

元喜多小学校長

　

武
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に

ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、こ
の
た
び
「
瑞

宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に

ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
「
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

武　田　重
しげ

　光
みつ

　さん
（田　口）

元大洲市消防団副団長

瑞
宝
双
光
章

酒　井　千
ち

　春
はる

　さん
（柚　木）

元大洲市助役

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

徃
ゆく

　田
た

　憲
けん

　治
じ

　さん
（阿　蔵）

元愛媛県警警部

春の叙勲（危険業務従事者）

春の叙勲

高齢者叙勲

瑞
宝
双
光
章

　

こ
の
度
、
多
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉

の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
７
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
昨
年
11
月

末
で
退
任
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員
の
中

で
20
年
以
上
在
職
さ
れ
た
人
と
75
歳
以

上
で
15
年
以
上
在
職
さ
れ
た
人
で
、
過

去
に
大
臣
表
彰
な
ど
を
受
賞
さ
れ
て
い

な
い
人
で
す
。

【
受
賞
者
】︵
敬
称
略
︶

20
年
以
上
在
職

▽
友
松　

豊と
よ

子こ

︵
肱
北
地
区
︶

▽
角す
み

田だ　

和わ

三さ
ん

︵
肱
川
地
区
︶

75
歳
以
上
で
15
年
以
上
在
職

▽
作
田　

教の
り

郎お

︵
新
谷
地
区
︶

▽
河
邊　

宗む
ね

義よ
し

︵
上
須
戒
地
区
︶

▽
矢
野　

和か
ず

子こ

︵
長
浜
地
区
︶

▽
横
山
キ
ヌ
子
︵
長
浜
地
区
︶

▽
山
下　
　

博ひ
ろ
し

︵
肱
川
地
区
︶

民
生
児
童
委
員
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
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大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
︵
安

藤
光み
つ

郎ろ
う

会
長
、
１
６
３
人
︶
の
平
成
26

年
度
総
会
が
５
月
19
日
㈪
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
安
藤
会
長
は
「
昨

年
度
創
設
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員
の
市

長
表
彰
は
、
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
励

み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら

な
る
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
」
と
お
礼

と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
協
議
会
長
か
ら
市
長
へ

推
薦
の
あ
っ
た
民
生
児
童
委
員
12
人
に

対
し
、
清
水
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
議
事
で
は
、
平
成

25
年
度
事
業
・
決
算
報
告
と
平
成
26
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
こ

こ
ろ
塾
の
菅
奈な

奈な

美み

先
生
に
よ
る
「
心

を
元
気
に
す
る
秘
訣
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、「
セ
ル

フ
ケ
ア︵
自
分
の
力
︶」と「
笑
顔
浴︵
他

人
の
力
︶」
に
よ
っ
て
自
分
自
身
が
元

気
に
な
る
こ
と
が
、
地
域
の
元
気
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
っ
た
講
話
を
、
今

後
の
活
動
に
役
立
て
よ
う
と
真
剣
に
耳

を
傾
け
学
ん
で
い
ま
し
た
。

功
労
者
へ
市
長
か
ら
表
彰

～
大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
・
研
修
会
を
開
催
～

【
市
長
表
彰
受
賞
者
】︵
敬
称
略
︶

▽
上か
み

野の　

信の
ぶ

明あ
き

︵
肱
南
地
区
︶

▽
柿
見　

純じ
ゅ
ん

一い
ち

︵
肱
北
地
区
︶

▽
青
木
眞ま

利り

恵え

︵
喜
多
地
区
︶

▽
武
田　

麗れ
い
　
こ子
︵
喜
多
地
区
︶

▽
金
野　

智さ
と

惠え

︵
南
久
米
地
区
︶

▽
鳴
滝　

勝か
つ

明あ
き

︵
菅
田
地
区
︶

▽
小
山　

忠た
だ

光み
つ

︵
大
川
地
区
︶

▽
長
尾　

幸さ
ち

子こ

︵
大
川
地
区
︶

▽
中
野　

博ひ
ろ

暉き

︵
柳
沢
地
区
︶

▽
東　
　

直な
お

美み

︵
三
善
地
区
︶

▽
後
藤　

昭し
ょ
う

一い
ち

︵
八
多
喜
地
区
︶

▽
福
村　

俊と
し

弘ひ
ろ

︵
長
浜
地
区
︶

おおずニュース

大洲の夏を彩る「うかい」開幕　～うかい開き～
　うかいの開幕式が ６ 月 1 日㈰、うかいレストプラ
ザ前の河原で行われました。
　開幕式で古森観光協会長は「日本三大うかいの一
つである、大洲のうかいがはじまります。今年から
料金設定などを変更して、より利用しやすく親しみ
やすいうかいを目指します」と述べました。
　開幕式終了後、約２70人の乗船客は、２3隻の屋形
船にそれぞれ乗り込み、川下りを楽しみながら船内
で料理を味わいました。
　辺りが暗くなると、かがり火を灯した鵜

う

船
ぶね

がゆっ

くりと下り始め、放たれた鵜
う

は元気にアユを追いか
けていました。
　鵜船が近づいた屋形船からは、「頑張れ」「捕まえ
た」などの歓声が上がっていました。最後には、開
幕を祝う花火約300発が打ち上げられ、どの屋形船
からも拍手が送られていました。
　大洲のうかいは、 ９ 月２0日㈯まで楽しむことがで
きます。また、期間中の毎週日曜日および ８ 月13日
㈬から1５日㈮までは、昼うかいも堪能できます。
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おおずニュース
　

新
谷
公
民
館
に
お
い
て
、
ま
ち
お
こ

し
支
援
金
と
ベ
ン
チ
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
四
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
愛
媛
支
店
安
藤

伸し
ん

也や

支
店
長
が
「
み
な
さ
ん
の
頑
張
り

が
、
大
洲
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
う
。
今
回
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
今

後
も
み
な
さ
ん
の
活
動
に
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
谷
一
万
石
ま
ち
お
こ
し
の
会
を
代

表
し
て
大
塚
弘こ
う

一い
ち

会
長
が
「
私
た
ち
の

活
動
に
賛
同
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
う
。
今
回
の
支
援
金
な
ど
を
活
用

し
、
７
月
の
夏
祭
り
や
10
月
の
銀
河
鉄

  ５ 月２５日㈰、日本泳法13番目の流派として日本水泳
連盟から認定された主馬神伝流の認定祝賀会が、日本
水泳連盟会長代理をはじめ全国1２流派の関係者、神伝
流一門など、多くの来賓や関係者約100人が出席して
リジェール大洲で開催されました。
　開会にあたり今井要

かなめ

保存会長は「大洲神伝流から主
馬神伝流に名称を変更し、新しいスタートをきった。
認定に際しては、多くの人にお世話になった。13番目
の流派として恥ずかしくないように会員が心を一つ

にして、後継者の育成や組織の活性化、広報活動に力
を入れたい」と述べました。
　清水市長は「主馬神伝流は、今まで４00年もの長い
期間、大洲の地で脈々と受け継がれてきた。現在も、
水泳教室や寒中水泳大会の開催で、子どもから高齢者
まで親しまれている。これからも、100年２00年と受け
継がれるようにしたい」と祝辞を述べました。
　会では、「伊予長浜豊年踊り」と「大洲臥龍太鼓」の
アトラクションが披露され、お祝いに華を添えました。

ま
ち
お
こ
し
支
援
金
贈
呈
式

主
しゅ

馬
め

神伝流日本泳法流派認定祝賀会

道
９
９
９
イ
ラ
ス
ト
審
査
会
な
ど
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
新
谷
地
区
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
谷
町
内
に
設
置
さ
れ
た
ベ

ン
チ
５
脚
に
は
、
新
谷
小
学
校
に
あ
る

壁
画
と
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
始
発
駅
新

谷
」
の
文
字
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ベ
ン
チ
の
設
置
に
よ
り
、
ま
ち
お
こ

し
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
松
本
零
士
先
生
」

そ
し
て
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
と
新
谷

の
つ
な
が
り
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
人
や
来
訪
者
の
憩
い
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　 7 月 ５ 日㈯に、愛媛県商工会議所青年部愛媛県大
会「大洲大会」の開催が予定されています。
　当日は、肱川でのカヌー体験やＮＰＯ法人グリー
ンバレーから講師を招いて「過疎」をテーマにした
グループディスカッション、株式会社モスフードサ
ービス櫻田厚

あつし

代表取締役社長による記念講演などが
あります。その後行われる懇親会では、大洲の魅力
をＰＲする予定です。

【先月号のクイズの解答・解説】
大洲の郷土料理「いもたき」を使用した創作料理は
どれでしょう。
①　大洲飯
②　大洲バーガ
③　大洲コロッケ
④　大洲チャンポン
解答　「③大洲コロッケ」
解説　「大洲コロッケ」は、『第 1 回Ｏ級グルメコン
テスト』で、三ツ星賞を受賞した創作料理です。販
売料理店は、市内に ６ 店舗あります。大洲産の里芋
を使うこと、いも
たきの具材を使う
こと以外は、各店
のセンスに任され
ていて、それぞれ
違った味の大洲コ
ロッケを楽しむこ
とができます。

大洲商工会青年部　大洲ご当地クイズ

【今月のクイズ】
国立大洲青少年交流の家に、カヌーは何艇ある
でしょうか。

①約100艇

②約２00艇

③約300艇

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 ８ 月号に掲載します。

【
上
田
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

通
学
合
宿
る
り
ひ
め
村
は
、「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
白
滝
小
学
生
を
対

象
と
し
て
平
成
14
年
度
か
ら
通
学

合
宿
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
最
大
の
ね
ら
い
は
、

子
ど
も
た
ち
に
、
自
ら
の
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
交
流
を

通
じ
て
郷
土
愛
や
地
域
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
促
す
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
各
種
団
体
に
も

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

地
域
の
団
結
や
活
性
化
を
図
る
こ

平成２５年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ ４ 個人、1 団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰

上田　公
こう

一
いち

さん
（白　滝）

地域づくりに貢献と
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

今
年
度
で
13
回
目
を
迎
え
る
通

学
合
宿
で
は
、
第
１
回
の
参
加
者

が
事
務
局
と
し
て
参
加
し
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
、
時
の
流
れ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
の
う
れ
し
さ
も
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
ま
た
地
域
の
団
結

や
活
性
化
の
た
め
に
も
、
で
き
る

限
り
長
く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

通学合宿るりひめ村
実行委員会

委員長
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文化財

小
お

藪
や ぶ

のイヌマキ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　肱川町宇和川の小藪温泉

本館前の道路端にある本樹は、根回り 7 ｍ、枝

張り東西1４.５ｍ、南北1２.８ｍで、樹齢は約300年

と推定されています。

　イヌマキは、庭木や生垣に多く利用される樹木

ですが、目通り3.９ｍ、樹高約17ｍにもなるものは

少なく、本樹は市内で最大のものになります。

　その大きさから愛媛県内の植物研究家として

名高い八木繁
し げ  い ち

一氏が、小藪鉱泉とともに将来名

物になると講評したと伝えられています。

　（昭和４２年 7 月２４日指定）

野　鳥

ヨシゴイ　（葭五位）
ペリカン目サギ科
大きさ36㎝

　キジバトくらいの大きさで、最も小さなサギの仲
間です。生息場所は、河川の葦

あし

原や水草の多い池、
水田などで、個体数も少なくめったに出合うこと
がありません。
　最近の河川工事では、コンクリートで固める構
造が多くなっています。そのためヨシゴイは、全国
的に生息数を減らし、準絶滅危惧種（条件により
絶滅危惧に移行する恐れのある種）に定められて
います。高知県四万十川では、河川工事をしても
元の景観に戻るように土を被

かぶ

せることで、植物が
生い茂り水が浄化されています。肱川流域が、ヨ
シゴイが飛び交う清流になることを願っています。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

【
土
砂
災
害
に
注
意
】

　

梅
雨
前
線
の
停
滞
な
ど
雨
が
降
り
続
く
時
期
は
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
も
と
違
う
状
態
を
感
じ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
周
り
の
人
た
ち
と
す
ぐ

に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
の
負
傷
者
の
多
く
は
、
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
物
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
家
具
転
倒
防
止
等
推
進
事
業
の
お
知
ら
せ
】

　

市
で
は
、
地
震
発
生
時
の
家
具
転
倒
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
お
よ
び
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
の
フ
ィ
ル
ム
貼
り
が
自
力
で

は
困
難
な
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
器
具
の
取
り
付
け
お
よ
び
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付
け

作
業
を
代
行
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
器
具
お
よ
び
フ
ィ
ル
ム
の
実
費
は
、
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

梅
雨
シ
ー
ズ
ン
の
心
構
え

地
震
に
は
、
家
具
の
転
倒
防
止
か
ら

小石がパラパラと落ちてきた

川がにごり、木が流れてきた

急に水がわき出してきた

家具が倒れる・食器やガラス
が割れるなどの危険がいっ
ぱい

【
問
い
合
わ
せ
先
】
危
機
管
理
課
防
災
係　

☎
㉔
１
７
４
２
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お
悩
み
①

　

母
親
に
む
し
歯
が
多
い
と
、
子
ど
も

も
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
で
す
か
。

―
赤
ち
ゃ
ん
に
む
し
歯
菌
は
い
ま
せ
ん
―

　

む
し
歯
の
原
因
と
し
て
は
、
歯
並
び

や
唾
液
の
性
質
な
ど
遺
伝
的
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
甘
い
も

の
を
だ
ら
だ
ら
食
べ
た
り
、
歯
磨
き
を

し
っ
か
り
し
な
い
こ
と
な
ど
の
生
活
習

慣
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

ま
わ
り
の
人
の
む
し
歯
菌
が
ス
プ
ー

ン
な
ど
を
介
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に

う
つ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

赤
ち
ゃ
ん
専
用
の
ス
プ
ー
ン
を
使
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
わ
り
か
ら
む
し
歯
菌
を
う
つ
す
可

能
性
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
家
族
全
員

で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
悩
み
②

　

１
歳
８
ヶ
月
児
の
母
親
で
す
。
お
ま

る
に
誘
っ
て
も
嫌
が
り
、
ト
イ
レ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
進
み
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
。

―
自
分
で
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
―

　

子
ど
も
の
体
に
準
備
が
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
が
大
切
で
す
。
歩
く
こ
と
が

で
き
、
言
葉
が
あ
る
程
度
理
解
で
き
る

こ
と
、「
お
し
っ
こ
を
し
た
い
」
と
い

う
意
思
が
伝
え
ら
れ
、
お
し
っ
こ
の
間

隔
が
あ
く
よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
が
目

安
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ム
ツ
を
は
ず
す
頃
は
、
自

己
主
張
を
始
め
る
時
期
で
す
。
嫌
が
る

時
は
、
声
か
け
を
い
っ
た
ん
お
休
み
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
無
理
強
い

し
な
い
、
叱
ら
な
い
、
褒
め
る
が
成
功

の
秘
訣
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　　

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
０

　

子
育
て
は
楽
し
い
反
面
、
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
悩
み
の
あ
る
場
合
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
周
り
の
人
や
関
係
機
関
へ
気
軽
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
洲
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
加
藤

貞
泰
は
、
天
正
８
年
︵
１
５
８
０
︶

加
藤
光み
つ

泰や
す
の
嫡
男
と
し
て
近お
う
み
の江
国く
に

磯い
そ

野の

村む
ら
︵
現
在
の
長
浜
市
︶
に
生

ま
れ
ま
し
た
。　

　

文
禄
２
年
︵
１
５
９
３
︶
朝
鮮

の
役
に
お
い
て
、
父
光
泰
が
急
病
の

た
め
59
歳
で
亡
く
な
る
と
、
翌
年

甲か
い
の斐
国く
に

24
万
石
か
ら
美み
の
の濃
国く
に

黒く
ろ

野の

４
万
石
へ
移
さ
れ
ま
す
。
こ
の
転
封

は
、
光
泰
の
遺
言
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
説
に
は
光
泰
と

対
立
し
て
い
た
石
田
三み
つ
な
り成
が
、
15
歳

の
貞
泰
に
甲
斐
国
を
任
せ
る
こ
と
は

危
険
で
あ
る
と
、
秀
吉
に
告
げ
口
し

た
こ
と
に
よ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

文
禄
３
年
︵
１
５
９
４
︶
か
ら
慶

長
15
年
︵
１
６
１
０
︶
の
15
年
間
黒

野
を
領
有
し
た
貞
泰
は
、
黒
野
城

を
築
く
ほ
か
、
河
川
の
堤
防
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
慶
長
15

年
、
工
事
が
完
成
し
な
い
ま
ま
伯ほ
う
き
の耆

国く
に

米
子
へ
転
封
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
未
完
成
と
な
っ
た
堤
防
は
、
貞

泰
の
官
職
名
で
あ
る
左さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
の

一
部
を
と
っ
て
尉じ
ょ
う

殿ど
の

堤つ
つ
み

と
呼
ば
れ
、

現
在
も
そ
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

元
和
３
年
︵
１
６
１
７
︶
大
坂
夏

の
陣
の
功
に
よ
り
、
米
子
か
ら
当
地

大
洲
に
転
封
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
洲
へ
入
封
し
た
貞
泰
は
、
大
洲

城
の
修
復
や
藩
船
の
運
行
に
当
た
る

船ふ
な

手て

組ぐ
み

を
組
織
す
る
な
ど
藩
の
基

盤
強
化
に
努
め
ま
し
た
が
、
元
和
９

年
︵
１
６
２
３
︶
江
戸
に
お
い
て
44

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

遺
骸
は
、
江
戸
の
菩
提
寺
で
あ

る
海か
い

禅ぜ
ん

寺じ

に
埋
葬
さ
れ
、
大
洲
に

も
墓
所
が
築
か
れ
ま
し
た
。
貞
泰
の

墓
所
は
、
龍り
ょ
う

護ご

山ざ
ん

曹そ
う

渓け
い

院い
ん

本
堂
前

の
少
し
高
い
場
所
に
８
代
藩
主
泰や
す

行ゆ
き

と
並
ん
で
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貞
泰
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
人

愛
深
く
、
節
義
を
重
ん
じ
る
だ
け
で

な
く
、
詩
を
賦ふ

し
歌
を
詠
み
、
連
歌

を
好
む
な
ど
風
流
人
で
あ
っ
た
と
も

伝
え
ら
れ
、
文
武
に
た
け
た
藩
主
で

あ
り
ま
し
た
。

加 

藤 

貞 

泰
（
か
と
う
さ
だ
や
す
）

龍護山曹渓院にある貞泰の墓所

大洲藩主加藤家の文化財（第弐幕）

育児のお悩み相談所
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沖浦地区を盛り上げよう
～第 ２ 回がんばる沖浦inバザー～

　沖浦公園グラウンドにおいて、「第 ２ 回がんばる沖
浦inバザー」が開催されました。
　会場では、フルフルコーナーや芸能発表コーナー、
出店・バザーコーナーなどがあり、地元住民を中心に
イベントを楽しみました。
　また、ゆるキャラのＯ級くんも参加し、子どもたち
の人気を集めていました。

5 月２5日㈰

スポーツで地域福祉に貢献
～ ２4時間チャリティーソフトボール大会～

　日本郵政グループ労働組合愛媛南予支部主催によ
る「２４時間チャリティーソフトボール大会」が、大洲
市高

たか

砂
すな

運動場で開催されました。
　各チームが 1 失点ごとに100円の寄付を行うこの大会
に、1４チーム約300人が参加し1６試合が行われました。
　集まった４7,700円とタオル６0５枚は、大洲市社会福
祉協議会肱川支所に寄付されました。

5 月17日㈯・18日㈰

もしもの時に備えて
～水防工法訓練～

　水防技術の向上などを目的とした水防工法訓練が、
若宮にある肱川河川防災ステーションで行われました。
　この日は、消防団や自主防災組織から約170人が参
加して、ロープワークや月の輪工法などの土のう積み
工法の実技訓練が行われました。
　今回の訓練を通して、出水期に備えるとともに、水
防に関する意識高揚を図りました。

ホタル観賞と音楽の夕べ
～河辺ふるさとの宿ホタル祭り～

　今年も河辺の初夏の風物詩、ホタル祭りが開催され
ました。
　当日は、残念ながら雨模様となりましたが、ギター
やハーモニカの演奏、ホタルについての講座が行われ
ました。
　その後、参加者全員で観賞場所に行き、ホタルが放
つ幻想的な光を楽しみました。

5 月18日㈰6 月 7 日㈯
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現
在
、
人
気
、
実
力
と
も
に
日
本
が

世
界
に
誇
る
ピ
ア
ニ
ス
ト「
菊
池
洋
子
」

氏
と
、
各
方
面
か
ら
最
も
注
目
を
集
め

て
い
る
チ
ェ
リ
ス
ト
「
古
川
展
生
」
氏

を
招
い
て
、
デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

流
れ
る
よ
う
に
華
や
ぐ
ピ
ア
ノ
、
重

厚
で
心
に
響
く
チ
ェ
ロ
の
音
色
に
耳
を

傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　

’14 

夏
休
み　

親
と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

～
菊
池
洋よ

う

子こ

＆
古
川
展の

ぶ

生お

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
～

　平野運動公園プール開き
　～ ７ 月 1 日㈫は正午から無料開放～
　５0メートルプールや幼児プール、水しぶきを
上げて滑り下りるスライダープール、川のよう
に流れる流水プールなどが楽しめます。

【開放期間】 7 月 1 日㈫～ ８ 月31日㈰
【開放時間】午前 ９ 時30分～午後 ５ 時
【料　　金】
▽大　人　４10円　　▽中高生　　　  　310円
▽小学生　２６0円　　▽幼児（ ４ 歳以上）100円

【問い合わせ先】
運動公園プール（平野）☎２４－４70４

　大洲市ＰＴＡ大学講演会

　大洲市中央公民館では、健全な家庭づくりと
豊かな人間性を養うことを目的に、大洲市ＰＴ
Ａ大学講演会を開催します。入場無料ですので、
お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

【日　時】 7 月 7 日㈪午前10時～
　　　　※開場　午前 ９ 時30分

【場　所】国立大洲青少年交流の家
【基調講演】講　師　塩見　志

し

満
ま

子
こ

 さん
　　　　　　　　　（「のらねこ学かん」館長）
　演　題　「絆～家庭と地域の絆づくり～」

【定　員】300人
【問い合わせ先】中央公民館　☎５7－９９９４

【
日　

時
】
７
月
27
日
㈰

午
後
７
時
開
演

︵
午
後
６
時
30
分
開
場
︶

【
場　

所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
主　

催
】

大
洲
市
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
、

親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会

【
入
場
料
】︵
全
自
由
席
︶

▽
前
売
券
１
０
０
０
円

▽
当
日
券
１
５
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
】

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
、

市
内
各
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、

市
立
博
物
館
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】　　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
�
９
９
９
３

親
子
で
よ
い
音
楽
を
き
く
会

☎
㉔
５
０
２
３

※ 

駐
車
場
は
、
観
光
駐
車
場
、
大
洲
南

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市
役
所
立
体

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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　今年の夏は長浜の海へ　長浜海水浴場オープン

　「長浜港湾緑地」西隣の長浜海水浴場が、 7 月
1８日㈮にオープンします。青い空が広がる爽や
かな砂浜のビーチへ、ご家族やお友達とご一緒
に、ぜひお越しください。

【オープン期間】 7 月1８日㈮～ ８ 月31日㈰
▽無料駐車場有（８0台）
▽更衣室・シャワー・トイレ完備　※全て無料

【問い合わせ先】
大洲市観光協会長浜支部（長浜支所地域振興課内）
☎５２－1111（内線1４）

　2014　人権セミナーのご案内

　大洲隣保館では、今年度も人権セミナーを開
催します。みなさんのご来場をお待ちしていま
す。
※入場は無料です。

【日　時】 7 月30日㈬　午後 1 時30分～
　　　　※開場　午後 1 時

【場　所】
大洲市総合福祉センター ４ 階多目的ホール

【講　師】
　朝

あさ

治
じ

　　武
たけし

 さん　（大阪人権博物館館長）
【演　題】「水平社宣言の世界記憶遺産」
【主　催】
大洲隣保館、大洲市人権・同和教育主任会

【問い合わせ先】
大洲隣保館　☎２４－６100

　

今
年
度
の
夏
期
大
学
で
は
、﹃
夢
は

必
ず
か
な
う
﹄
を
テ
ー
マ
に
、
大
相

撲
解
説
者
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
舞
の
海

秀
平
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

現
役
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
挑
戦
し

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
、
ま
た
相
撲
界

の
舞
台
裏
な
ど
、
興
味
深
い
お
話
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
８
月
18
日
㈪

午
後
７
時
開
演

︵
午
後
６
時
30
分 

開
場
︶

【
場　

所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

２
０
１
4　

大
洲
夏
季
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

演　

題
「
夢
は
必
ず
か
な
う
」

【
主　

催
】

大
洲
市
、
大
洲
市
教
育
委
員
会

【
入
場
料
】

一
律　

１
０
０
０
円　

※
全
席
自
由

【
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
】

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、

市
内
各
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、

市
立
博
物
館
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課

☎
㉔
１
７
３
５

※  

駐
車
場
は
、
観
光
駐
車
場
、
大
洲
南

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

講　師

　　舞の海　秀
しゅう

平
へい

　さん
（大相撲解説者）
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第
５
回 

大
洲
城
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
「
大
洲
城
」
を
テ
ー
マ
に
絵
は
が
き

を
描
き
、
城
内
で
展
示
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
上
位
入
賞
作
品
お
よ
び
特
別
賞
に

は
、
賞
状
や
図
書
券
、
記
念
品
を
進
呈

し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

小
中
学
生
︵
一
人
一
作
品
︶

【
応
募
特
典
】

出
品
者
は
展
示
期
間
中
、
大
洲
城
を
無

料
観
覧
可
能

【
審
査
方
法
】

展
示
期
間
中
の
大
洲
城
観
覧
者
の
投
票

で
決
定

清水　香
か

南
のん

　さん
（済美平成中）

（昨年の金賞作品）

有友　　彩
あや

　さん
（宇和島市高光小）

　第19回ドラゴンボート大会

【日　　時】 ８ 月 3 日㈰　※小雨決行
▽受け付け　午前 ８ 時30分～　
▽開会式　　午前 ９ 時～　　
▽レース　　午前 ９ 時２0分～

【場　　所】鹿野川湖漕艇場
【申込方法】
　参加申込書に必要事項を記入の上、郵送また
はFAXで申し込んでください。申込書は、大洲
市公式ホームページからもダウンロードできま
す。※先着４５チームまで

【参　加　料】１チーム　3,000円
【申込期限】 7 月1５日㈫必着

【申し込み・問い合わせ先】
第1９回ドラゴンボート大会
実行委員会事務局（肱川支所）
☎3４－２311（内線1２3）　
℻3４－２４５４

　第24回大洲市カヌーツーリング駅伝大会

【日　　時】 ８ 月２４日㈰　午前 ９ 時～
【コ　ー　ス】大成橋～大洲城下1５.3㎞（ ５ 区間）
【参加資格】中学生以上で心身ともに健康な人
【チ　ー　ム】 監督 1 人（選手を兼ねることも可）、

選手 ５ 人、補欠 ２ 人まで
【ク　ラ　ス】 Ａ～Ｃクラスの 3 クラス
　　　　　  レディースクラス

【参　加　料】 1 チーム　1,５２0円（傷害保険料）
【申込期限】 7 月31日㈭
【申し込み・問い合わせ先】
大洲市カヌーツーリング駅伝大会実行委員会
事務局（文化スポーツ課）☎２４－173４　℻２3－５7６0

【
作
品
応
募
期
間
】

₇
月
19
日
㈯
～
₉
月
₇
日
㈰

【
作
品
展
示
期
間
】

₉
月
₈
日
㈪
～
11
月
₃
日
㈪

【
結
果
発
表
】

城
内
お
よ
び
大
洲
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
発
表

※
11
月
下
旬
こ
ろ

【
宛　

先
】

〒
₇
₉
₅

・
₀
₀
₁
₂

大
洲
市
大
洲
₉
₀
₃
番
地　

大
洲
城

「
大
洲
城
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
城　

☎
㉔
₁
₁
₄
₆
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２
０
１
７
年
開
催
の
第
72
回
国
民
体

育
大
会 
「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」

に
お
い
て
、
大
洲
市
で
は
次
の
３
つ
の

競
技
を
開
催
し
ま
す
。

▽
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
︵
全
種
別
︶

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
︵
成
年
男
女
︶

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
︵
成
年
男
子
︶

　
︵
大
洲
市
と
八
幡
浜
市
の
共
同
開
催
︶

カ
ヌ
ー
教
室
開
催
・
参
加
者
募
集

　

カ
ヌ
ー
教
室
の
開
催
は
、
市
民
の
み

な
さ
ま
へ
国
体
開
催
の
周
知
を
図
り
、

機
運
を
高
め
る
と
と
も
に
今
後
の
競
技

人
口
の
増
加
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
体
開
催
年
に
少
年
種
別
で

主
力
と
な
る
世
代
は
、
現
在
の
小
学
６

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
、

練
習
を
積
み
重
ね
、
え
ひ
め
国
体
の
表

彰
台
に
立
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
の
技
術
指
導
は
、
カ
ヌ
ー
ス
プ

リ
ン
ト
の
元
日
本
代
表
、
現
愛
媛
県
ス

ポ
ー
ツ
専
門
員
で
選
手
兼
大
洲
高
等
学

校
カ
ヌ
ー
部
コ
ー
チ
の
竹
中
一い
っ

生せ
い

選
手

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

【
開
催
日
時
】
８
月
９
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午

午
前
９
時　

受
付
開
始

【
場　

所
】
肱
川
橋
下
流

※
緑
地
公
園
下
河
原
集
合

【
募
集
対
象
】

原
則
と
し
て
市
内
の
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で

【
募
集
人
員
】
70
人

︵
定
員
に
な
り
次
第
募
集
締
め
切
り
︶

【
募
集
案
内
】

　

学
校
を
通
じ
て
、
申
し
込
み
用
紙
を

配
布
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
人
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
体
準
備
課
☎
�
９
９
９
５

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
開
催

　

国
体
の
会
場
と
な
る
八
幡
浜
・
大
洲

地
区
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お
い

て
、
平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
、
大
洲
市
・

喜
多
郡
内
の
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

員
を
対
象
に
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
大
洲
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
選
手
の
競
技

力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の

み
な
さ
ま
へ
国
体
の
成
功
に
向
け
た
協

力
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
教
室
は
、
８
月
９
日
㈯
に
実

施
予
定
と
し
て
い
て
、
選
手
の
さ
ら
な

る
技
術
力
の
向
上
と
、
国
体
開
催
へ
向

け
た
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

市
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
利

用
が
多
い｢

大
洲
市
徳
森
公
園｣

に
、
競

技
開
催
の
横
断
幕
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の

家
が
開
催
し
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教

室
に
お
い
て
、
国
体
パ
ネ
ル
展
の
実
施

や
横
断
幕
、
の
ぼ
り
旗
に
よ
り
参
加
者

へ
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
昨
年
の
東
京
国
体

で
準
優
勝
し
た
伊
予
銀
行
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
選
手
や
監
督
が
、
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
実
技
指
導
に
あ

た
っ
て
い
て
、
技
能
お
よ
び
指
導
技
術

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
、
平
成
27
年
１
月
31

日
㈯
～
２
月
１
日
㈰
に
開
催
予
定
で
す
。
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「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」

　

大
洲
市
開
催
競
技
に
つ
い
て

お し ら せ



　

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

で
は
、
肱
川
と
矢
落
川
の
親
し
み
や
す

さ
な
ど
を
、
流
域
住
民
の
目
で
評
価
し

た
「
川
の
通
信
簿
」
を
作
成
す
る
た
め

の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
応
募
要

領
に
基
づ
き
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
記
者
発
表
」
欄
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
以
上

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
定　

員
】
20
人
程
度

※ 

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
参
加
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

当
選
者
に
は
、
調
査
実
施
要
領
を
発

送
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

７
月
15
日
㈫
必
着

【
応
募
要
領
】

　

用
紙
︵
様
式
自
由
︶
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
ま
た
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
持
ち
込

み
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ

ん
。

　

河
川
利
用
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
 

～
肱
川
と
矢
落
川
っ
て
、
い
っ
た
い
何
点
～

【
実
施
日
】
７
月
30
日
㈬

午
前
８
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

※
予
備
日　

８
月
６
日
㈬

【
集
合
場
所
】

肱
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
点
検
箇
所
】︵
予
定
︶

如
法
寺
河
原
、
枡
形
地
区
、
肱
川
緑
地

公
園
、
新
谷
地
区
、
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
周
辺
、
長
浜
大
橋
周
辺

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
８
５
１
２

大
洲
市
中
村
２
１
０

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

調
査
課

☎
㉔
５
１
８
９

℻
㉓
３
３
６
４

http://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/oozu

写生大会
　夏休みに、友達と一緒に楽しい一日を過ごしませ
んか。

【開催日】 7 月２９日㈫
【場　所】 四国電力㈱九町越寮・伊方ビジターズハウス
【定　員】市内の小学生　30人
※荒天が予想される場合は、参加者に別途連絡します。

【日　程】
▽午前 ８ 時　オズメッセ２1Ａコープ前からバスに乗車
▽開会式
▽四国電力㈱九町越寮より写生
▽ 伊方ビジターズハウスにて見学、ゲーム、工作ほ

か（昼食は用意します。）
▽午後 3 時解散　バスにてオズメッセ２1Ａコープ前へ
※ 詳細は、 7 月 1 日㈫の新聞折り込みチラシ、ホー

ムページをご覧下さい。

原子力施設見学会
　エネルギーや原子力発電、環境放射線などについ
て、分かりやすく説明します。たくさんのご参加を
お待ちしています。

　（公財）伊方原子力広報センターからのお知らせ

【開催日】
7 月31日㈭・ ８ 月 ６ 日㈬・２0日㈬・２６日㈫

【募集人員】各６0人（バス ２ 台）
【対　象】愛媛県在住の小学生以上の人
【見学時間】午前10時～午後 3 時
※昼食は用意します。

【見学場所（予定）】
伊方ビジターズハウス・伊方発電所外周・伊方原子
力広報センター・愛媛県原子力センター
※ 詳細は、ホームページ（ 7 月４ 日㈮から閲覧可能）ま

たは、7 月10日㈭の新聞折り込みチラシをご覧下さい。

【共通申し込み方法】
電話・ＦＡＸ
※応募者多数の場合は先着順、参加無料です。

【問い合わせ先】
公益財団法人伊方原子力広報センター
☎0８９４（3８）２03６
℻0８９４ ︵3８︶ ２0２６
http://wwwe.pikara.ne.jp/dr-sada/
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保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
保
険
証
︵
青
色
︶
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か

ら
は
、新
し
い
保
険
証
︵
オ
リ
ー
ブ
色
︶

に
変
わ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

▽
75
歳
以
上
の
人

▽ 

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
で
、
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
人
︵
本
人
の
申
請

に
基
づ
き
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人
︶

【
一
部
負
担
割
合
】

１
割
ま
た
は
３
割

※
平
成
25
年
中
の
所
得
で
決
定

【
交
付
時
期
】

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

８
月
以
降
新
た
に
75
歳
と
な
る
人
の
保

険
証
は
、
誕
生
日
の
前
月
に
郵
送
し
ま

す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、住
所
・

氏
名
・
一
部
負
担
割
合
な
ど
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
有
効
期
限
も
、
７
月
31
日

で
す
。
現
在
保
有
し
、
次
の
要
件
を
満

　
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て

た
し
て
い
る
人
は
、
保
険
証
と
一
緒
に

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
要　

件
】

▽
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

▽ 

平
成
26
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の

世
帯

▽ 

世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が
い
な

い
保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
7
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
一
人
ひ
と
り

に
か
か
る
「
均
等
割
額
」
と
、

所
得
に
応
じ
た「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
で
す
。

※ 

保
険
料
︵
年
額
︶
は
、
10

円
未
満
切
り
捨
て
で
、
限

度
額
は
57
万
円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
証
と
一

緒
に
お
送
り
す
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
高
齢
者
医
療
係

☎
㉔
１
７
１
３

 一人あたりの　
＝

  均等割額　
＋

  所得割額
 保険料（年額）　   ４５,２31円　　  （総所得金額など－基礎控除額）×９．0５%

　国民健康保険の被保険者証を個人カード化します

注 意 事 項

１　保険医療機関等において診療を受けようとするときは、必ずこの証をその窓口で渡してください。

２　不正にこの証を使用した者は、刑法により詐欺罪として懲役の処分を受けます。

１私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の為に臓器を提供します。
２私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。
３私は、臓器を提供しません。
《１又は２を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつけてください。》

【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】
]：欄記特[

署名年月日： 年 月 日

)筆自(名署族家)筆自(名署人本

臓器提供意思表示欄（該当する１～３のいずれかを○で囲んでください）

 性 別
 

愛媛県大洲市大洲６９０番地の１
℡ 0893-24- 2111

氏 名

生 年 月 日
資格取得年月日

世 帯 主 名

住 所

保 険 者 番 号

国民健康保険 交 付 年 月 日

被 保 険 者 証 有 効 期 限
記 号 番 号
資 格

保 険 者 名 愛 媛 県　　大 洲 市   印

3 8 0 0 7 1
印

平成26年 8月 1日
平成27年 7月31日

○○○○○○○○○○
一般

男
国保 太郎
ｺｸﾎ ﾀﾛｳ

昭和30年 1月 1日
昭和30年 1月 1日

愛媛県大洲市大洲○○○番地

国保 太郎

印印

  ８ 月 1 日の更新から、国民健康保険の保険証をカ
ードサイズに変更し、個人ごとに交付します。
　今まで70歳以上7５歳未満の人には、高齢受給者証
を交付していましたが、今回から保険証 1 枚の交付
となります。

【新しい保険証の送付時期】
  7 月中旬から簡易書留で世帯主に郵送します。
【注意事項】
▽台紙に貼り付けています。はがしてご使用ください。
▽ 保険証が小さくなりましたので、紛失しないよう

注意してください。
▽ 遠隔地用、学生用保険証の交付申請が不要となり

ます。
※市外へ転出する場合は、手続きが必要です。
▽ 住所変更、世帯主変更、国保資格喪失（職場の健

康保険などに加入）などは、家族全員の保険証を
ご持参ください。

【臓器提供意思表示欄】
　臓器提供の意思表示の記入は任意であり、記入が
義務付けられているものではありません。
　詳しくは、㈳日本臓器移植ネットワークのホーム
ページをご覧ください。（http://www.jotnw.or.jp）

新しい保険証の見本（一般被保険者）

表　面

裏　面

【問い合わせ先】
市民課市民係　☎２４－1710　長浜支所　☎５２－1113
　　肱川支所　☎3４－２331　河辺支所　☎3９－２113
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介
護
保
険
制
度
と
は

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
た
め
に
、
40
歳
以
上

の
人
が
納
め
る
保
険
料
と
公
費
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

▽
40
～
64
歳
の
人

　

各
種
健
康
保
険
か
ら
保
険
料
を
納
付

▽
65
歳
以
上
の
人

　

直
接
市
町
村
に
保
険
料
を
納
付

※ 

金
額
は
、
毎
年
７
月
に
住
民
税
の
課

税
・
所
得
状
況
に
応
じ
て
決
定

納
付
方
法
に
つ
い
て

普
通
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
は
、

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
取
扱
金
融
機
関
で
口
座
振

替
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

は
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人
で
も
、

年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
、
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
し
た
、
所
得
段
階
が

変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
に
は
、
一
定
期

平成２6年度の保険料（65歳以上の人）

※本人の住民税の課税・所得状況、同世帯内の家族の課税状況によって決まります。

段　階 対象者 保険料率 保険料年額

第 1 段階 ・生活保護受給者
・ 老齢年金受給者で世帯全員が住民税非課税

基準額×0.５ ２7,２00円

第 ２ 段階 ・ 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額と課税年金収入額の合計が８0万円以下

第 3 段階 ・ 世帯全員が住民税非課税で、第 ２ 段階に該当し
ない 基準額×0.7５ ４0,８00円

第 ４ 段階 ・ 世帯内に住民税課税者がいて、本人が住民税非
課税 基準額 ５４,300円

第 ５ 段階 ・ 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が
1９0万円未満 基準額×1.２５ ６7,９00円

第 ６ 段階 ・ 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が
1９0万円以上 基準額×1.５ ８1,５00円

間
「
普
通
徴
収
」
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給
付
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

分
割
納
付
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す

の
で
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、

申
請
に
よ
り
後
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保

険
給
付
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た

り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
と
相
殺
さ

れ
た
り
し
ま
す
。

　

２
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
利
用
者
負

担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

※ 

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
一
時
的

に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
減
免
措
置
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
４

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
３
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介
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介
護
が
必
要
に
な
る
前
に
予
防
し
ま
し
ょ
う

　保険料を納めることが経済的に難しい場合、申請
により認められると、保険料の全額、４ 分の 3 、半額、
４ 分の 1 のいずれかの免除、または猶予（30歳未満
の人が対象）を受けることができます。
　保険料の免除が申請された期間は老後に年金を受
け取るための期間に含まれるだけでなく、万一のと
きに、障がい年金や遺族年金を受け取る資格期間に
も含まれます。
　ただし、免除の承認を受けた期間については、保
険料を全額納付した時に比べ、将来受け取る年金額
が少なくなります。また猶予の承認を受けた期間は、
将来受け取る年金額には反映されません。

【審査基準】
▽免除の場合
　 申請者、配偶者、世帯主それぞれの前年（ 1 月～

６ 月までは前々年）所得が基準以下であること
▽猶予の場合
　 申請者、配偶者それぞれの前年（ 1 月～ ６ 月まで

　国民年金保険料の免除・猶予制度について

は前々年）所得が基準以下であること
【申請できる期間】
　平成２６年度（対象期間は、平成２６年 7 月～平成２7
年 ６ 月）の免除申請は、 7 月から受付開始
※ 平成２６年 ４ 月からは、申請する月の ２ 年 1 か月前

分まで申請ができるようになりました。

【申請に必要なもの】
年金手帳、認印
※ 失業したことにより免除申請される場合は、雇用

保険受給資格者証や離職票が必要になる場合があ
ります。

【申請・問い合わせ先】
市民課市民係　　☎２４－1710
長浜支所　　　　☎５２－1113
肱川支所　　　　☎3４－２331
河辺支所　　　　☎3９－２113

特
定
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」で
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
特
定
高
齢
者
に
該
当
し
た

人
が
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽ 

最
寄
り
の
公
民
館
・
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
実
施
す
る
「
介
護
予
防

教
室
」

▽ 

一
部
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
「
特
定
高
齢
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」

※ 

生
活
機
能
の
低
下
が
著
し
い
人
が
対

象
で
す
。

一
般
の
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　

特
定
高
齢
者
に
該
当
し
な
い
人
は
、

各
地
区
の
転
倒
予
防
教
室
や
介
護
予
防

に
関
す
る
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

地
域
支
援
事
業

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
力
で
活
動
的
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
高
齢
者
に
対
す
る
支
援

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
相
談
や
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
権
利
や
安
全
を
守

る
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

大
洲
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
１
４
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【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▽
受
給
資
格
者

　

 

一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

︵
20
歳
未
満
︶
を
扶
養
す
る
父
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人 

▽
支
給
要
件 

・ 

障
が
い
児
︵
20
歳
未
満
︶
が
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
こ
と

・ 

障
が
い
児
︵
20
歳
未
満
︶
が
施
設
入

所
し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額

︵
障
が
い
程
度
に
よ
り
異
な
る
。︶

・ 

１
級　

４
万
９
９
０
０
円 

・ 

２
級　

３
万
３
２
３
０
円 

▽
手
当
支
給  　

　

毎
年
４
、
８
、
11
月
の
３
期

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▽
受
給
資
格
者  　

　

 

重
度
障
が
い
者︵
20
歳
以
上
︶で
あ
っ

て
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護

を
必
要
と
す
る
人

▽
支
給
要
件

　

 

重
度
障
が
い
者
︵
20
歳
以
上
︶ 

が
、

施
設
入
所
ま
た
は
入
院︵
３
か
月
超
︶

し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額　

２
万
６
０
０
０
円

▽
手
当
支
給

　

毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月
の
４
期

　

在 

宅 

福 

祉

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▽
受
給
資
格
者

　

 

重
度
障
が
い
児︵
20
歳
未
満
︶で
あ
っ

て
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
人

▽
支
給
要
件

・ 

重
度
障
が
い
児
︵
20
歳
未
満
︶
が
年

金
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

・ 

重
度
障
が
い
児
︵
20
歳
未
満
︶
が
施

設
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額　

１
万
４
１
４
０
円

▽
手
当
支
給

　

毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月
の
４
期

【
各
種
手
当
の
共
通
事
項
】

支
給
制
限

　

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る
場

合
は
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

現
況
届
の
提
出

　

受
給
者
は
、
毎
年
定
め
ら
れ
た
期
限

内
に
所
得
状
況
な
ど
の
現
況
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
５
８

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
３

　児童扶養手当
【支給要件】
1８歳未満（年度内有効）、または特別児童扶養手当
を受給している２0歳未満の児童がいる父子家庭の
父、母子家庭の母、または父母に代わって児童を養
育している人

※ 老齢福祉年金以外の国民年金、恩給、厚生年金な
どの公的年金受給者は、対象になりません。

【所得制限】
　本人および扶養義務者などの前年所得が一定額以
上の場合は、支給が停止されます。

【手当月額】
▽児童 1 人の場合　
　４1,0２0円～９,６８0円
▽児童 ２ 人目の場合
　５,000円加算
▽児童 3 人目からの場合
　１人増すごとに3,000円ずつ加算

【手当支給】
年 3 期（ ４ 月、 ８ 月、1２月）

【現況届】
　毎年 ８ 月に生活状況と前年所得などの届け出が必
要です。

【支給額の改定】
▽物価変動に応じて改定されます。
▽ 受給開始から ５ 年（または支給要件該当から 7 年）

を経過した時は、手当の ２ 分の 1 が支給停止とな
る場合があります。

【問い合わせ先】
社会福祉課子育て支援係　☎２４－５71８
長浜支所　　　　　　　　☎５２－1113
肱川支所　　　　　　　　☎3４－２3４7
河辺支所　　　　　　　　☎3９－２113
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︻
採
用
予
定
人
員
︼
８
人

︻
受
験
資
格
︼

▽  

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は

高
等
学
校
を
卒
業
も
し
く
は
平
成
27

年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

▽ 

採
用
後
、
大
洲
市
、
内
子
町
の
い
ず

れ
か
に
居
住
可
能
な
人

▽
次
の
身
体
要
件
を
備
え
て
い
る
人

・
身　

長
︵
お
お
む
ね
︶

　

男
性
は
１
６
０
㎝
以
上

　

女
性
は
１
５
５
㎝
以
上

・
体　

重
︵
お
お
む
ね
︶

　

男
性
は
50
㎏
以
上

　

女
性
は
45
㎏
以
上

・
視　

力　

　

 

両
眼
と
も
視
力
が
０
・
７
以
上
︵
矯

正
を
含
む
。︶
で
色
覚
が
正
常
で
あ

る
こ
と

・
聴　

力　

　

左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と　

な
ど

︻
試 

験 

日
︼︵
第
一
次
試
験
︶

９
月
21
日
㈰

︻
試
験
会
場
︼

大
洲
消
防
本
部
３
階
会
議
室
ほ
か

※ 

第
二
次
試
験
の
詳
細
は
、
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
を
募
集

【
受
付
期
間
】　

７
月
７
日
㈪
～
８
月
８
日
㈮

月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
︵
祝
日
を
除
く
。︶

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
８
日
㈮
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。
受
験
申
込
書
は
、
左
記
ま

た
は
各
支
署
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
区
回
覧
の
「
平
成
26

年
度
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消

防
職
員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
総
務
課

☎
㉔
２
６
６
６

http://w
w
w
4.ocn.ne.jp/~ozu119/

　台風に対する備え～消防署からのお知らせ～ 　眼科診察日追加のお知らせ

　これからの季節は、日本に接近・上陸する台風
が多くなります。台風による被害を軽減するため、
次のようなことに注意しましょう。

【事前の備え】
▽ 防災ハザードマップで、家の周りの危険箇所を

確認する。
▽避難場所・避難経路を確認する。
▽非常持ち出し品を準備する。
▽ 停電や断水に備え、懐中電灯、携帯ラジオ、飲

料水などの準備をする。
▽ 家の付近の排水路などを清掃し、水はけをよく

する。
▽屋根、看板などの補強を行う。

【台風が近づいたら】
▽テレビやラジオの気象情報に注意する。
▽強風時の外出は控える。
▽危険を感じたら、早めに避難する。

　市立大洲病院の眼科診療日は、 ８ 月から従来
の「火曜日・金曜日」に加えて「木曜日」にも
診療を行います。

眼 科
月 曜 火 曜 水 曜 木 曜 金 曜

休 診 診 療 休 診 診 療 診 療

※ 診察受付時間は、午前 ８ 時1５分から午前10時
までですので、ご注意ください。

※ 午前10時を過ぎた場合、診療の都合上、眼科
の受け付けはお断りさせていただきますので、
ご理解をお願いします。

【問い合わせ先】　市立大洲病院　☎２４⊖２1５1

広報大洲 ７月号 22
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　大洲土木事務所では、道路の安全を確保する
ため、年に 1 回の割合で県道の草刈り、堤防点
検に必要な範囲の除草を行っています。
　今年度も希望者への刈草の提供を実施いたし
ますので、草刈り実施各所の仮置き場までお越
しください。

【提供期間】 ６ 月～ ９ 月中旬（希望者受付中）
【注意事項】
▽刈草の運搬は原則として希望者
▽刈草はそのままの状態で提供
▽先着順（なくなり次第終了）

【問い合わせ先】大洲土木事務所　☎２４－５1２1
河川港湾課（内線２８0・２２7）・道路課（内線31８・31９）

　刈草の提供について

　松山地方裁判所では、県内の小学 ５ ・ ６ 年生
を対象に、「裁判所探検ツアー」を開催します。

【日　時】 ８ 月13日㈬
午後 1 時1５分～ ４ 時3５分

【場　所】松山地方裁判所
【対象者】　県内の小学 ５ ・ ６ 年生30人
※応募者多数の場合は抽選、参加無料です。

【申し込み方法】
　往復はがき往信用裏面に、住所・氏名（ふり
がな）・電話番号・学校名・学年・同伴する保護
者の有無（有の場合、保護者の氏名および参加
希望者との続柄）を記載し、返信用表面に、参
加希望者の住所・氏名を記入してください。
※グループでの申し込みは、 3 人までとします。

【宛　先】
〒7９0－８５3９　松山市一番町三丁目 3 － ８
松山地方裁判所総務課「裁判所探検ツアー」係

【受付期間】
7 月 1 日㈫～ 1８日㈮　※期間最終日消印有効

【問い合わせ先】
松山地方裁判所総務課庶務係
☎0８９ ︵９03︶ ４37９

　「裁判所探検ツアー」開催のお知らせ

　
風
し
ん
抗
体
検
査
の
無
料
実
施
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

発
生
や
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
を
目
的

に
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

愛
媛
県
内
に
在
住
す
る
人
︵
松
山
市

に
住
民
票
の
あ
る
人
は
除
く
︶
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

▽ 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
や

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

※ 

風
し
ん
抗
体
検
査
や
風
し
ん
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
、
風
し

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に
つ
い
て

　

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
で

は
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
資
格
認
定
の
た
め
の
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
１
日
㈯

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

【
会　

場
】

松
山
大
学
２
号
館

︵
松
山
市
文
京
町
４
番
地
２
︶

※
大
学
内
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
試
験
手
数
料
】
４
０
０
０
円

【
申
し
込
み
用
紙
】

７
月
下
旬
よ
り
下
水
道
課
で
配
布
予
定

【
受
付
期
間
】

８
月
11
日
㈪
～
９
月
12
日
㈮

※
期
間
最
終
日
消
印
有
効

申
し
込
み
は
、
郵
送
の
み

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
０
０
・
０
０
０
４

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
６
番

２
号　

日
本
ビ
ル
内

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

☎
０
３
︵
３
２
４
１
︶
０
８
１
８

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
対

象
外

【
実
施
期
間
】

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

【
申
し
込
み
方
法
】

　

八
幡
浜
保
健
所
に
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

で
す
。

　

申
し
込
み
後
、
保
健
所
か
ら
郵
送
さ

れ
る
書
類
を
持
参
の
上
、
指
定
医
療
機

関
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
保
健
所　

感
染
症
対
策
係

☎
０
８
９
４
︵
２
２
︶
４
１
１
１

実施前 実施後
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
︵
９
２
３
︶
８
５
４
４

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し
て
も

一
定
の
生
活
費
な
ど
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

▽ 

法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明
確

に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お

い
て
個
人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と
。

▽ 

多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て

も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早

め
に
事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断
し
た

際
に
、
一
定
の
生
活
費
な
ど
が
残
る

こ
と
を
定
め
る
「
経
営
者
保
証
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部

☎
０
８
７
︵
８
１
１
︶
１
７
５
２

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
常
時
雇
用
し

て
い
る
労
働
者
数
が
１
０
０
人
を
超
え

る
事
業
主
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽ 

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

ま
で
の
各
月
の
雇
用
障
害
者
数
な
ど
を

把
握
す
る
な
ど
、
申
告・納
付
に
向
け

て
早
め
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

雇
用
障
害
者
数
が
、
法
定
雇
用
率

︵
２
・
０
％
︶
を
下
回
る
場
合
は
、

障
害
者
雇
用
納
付
金
の
納
付
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
２

学
期
︵
10
月
入
学
︶
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

８
月
31
日
㈰
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

▽ 

15
歳
以
上
の
人
な
ら
、
１
科
目
か
ら

学
習
す
る
選
科
履
修
生
、
科
目
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

▽ 

18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
有
す

る
人
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
全
科

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

※ 

４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４
単
位
を

修
得
し
卒
業
す
る
と
、学
士
︵
教
養
︶

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

▽ 

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

人
に
は「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

無料法律相談
時　 7 月17日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎２４－４111

市民法律相談
時　 7 月２６日㈯
　　午前10時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館　※要電話予約
問　市役所総務課行政係
  　☎２４－17２４

年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 7 月 ４ 日㈮ ･ 1６日㈬ ･ ２４日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 7 月11日㈮
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎0８９ ︵９２５︶ ５10５

人権相談
大洲地域
時　 7 月1８日㈮　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 ２ 階）
時　 7 月1４日㈪　午前10時～正午
場　柳沢公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0５70（003）110
　　人権啓発課
　　☎２４－17４６

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 7 月1８日㈮　午前 ９ 時～正午
場　市役所 1 階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎２４－17２４
長浜地域
時　 7 月２５日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎５２－1111
肱川地域
時　 7 月 7 日㈪
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎3４－２3２0
河辺地域
時　 7 月10日㈭　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－２11２

不動産無料相談
時　 7 月1５日㈫
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２５－17４7

　

 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

の
経
営
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
  

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

 「
障
害
者
雇
用
納
付
金
制

度
」
が
改
正
さ
れ
ま
す

☎
０
８
９
︵
９
８
６
︶
３
２
０
１

　

７
月
31
日
は
「
土
地
家
屋
調
査
士
の

日
」
で
す
。
不
動
産
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
話
に

よ
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
隣
と
の
境
界
が
分
か
ら
な
い

▽
自
分
の
土
地
の
面
積
が
知
り
た
い

▽ 

相
続
や
贈
与
の
た
め
、
土
地
を
２
つ

に
分
割
し
た
い 

な
ど

【
日　

時
】
７
月
31
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
場　

所
】

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

︵
松
山
市
南
江
戸
一
丁
目
４
・
14
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
９
︵
９
４
３
︶
６
７
６
９

　

 

不
動
産
表
示
登
記
無
料
相

談
会
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日 月 火 水 木 金 土

1 ２ 3 4 5

6 7 8 9 10 11 1２

13 14 15 16 17 18 19

２0 ２1 ２２ ２3 ２4 ２5 ２6

２7 ２8 ２9 30 31

大洲市立図書館 　☎ 59－4111
長浜分館 　☎ 5２ー11２1
肱川分館 　☎ 34ー２319
河辺分館　 　☎ 39－２111

図書館

■＝ 7 月の休館日
〈開館時間　午前 ９ 時30分～午後 ６ 時〉
※ 31日は館内図書整理日のため休館します。

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています。）　図書館のホームページで図書の検索
ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　日本初のクルーズトレイン「な
なつ星in九州」は、その豪華さ
から想像もできないほど開発に
は苦難がともなった。「九州を元
気にする」列車にかけた人々の
熱き想いと挑戦、夢を描く渾身
のノンフィクション。

　雨漏りのする屋根の修理にや
ってきた屋根屋。自在に夢を見
られると語る彼の誘いに乗って、

「私」は夢のなかの旅へ一緒に出
かける。屋根職人と平凡な主婦
の奇想天外な空の旅。『群像』連
載を単行本化。

　こたつにすむ妖怪から逃げだ
し、一寸法師になって冒険し、
安全ピンで海賊をたおした…。
おじいちゃんがぼくだけに教え
てくれたひみつの話。『神戸新聞』
掲載に書き下ろしを加える。

「ななつ星」物語　　
一志 治夫著　出版：小学館

屋根屋
村田 喜代子著　出版：講談社

そこから逃げだす魔法のことば（児童書）　　　
岡田 淳作，田中 六大絵　出版：偕成社

　図書館クイズにチャレンジしてみませんか。
　大洲市立図書館 ２ 階の児童書コーナーでは、夏休み
期間中に小学校 1 年生から ６ 年生までを対象とした図
書館クイズを用意しています。図書館にある本や資料
を使って、クイズの答えを探してみてくださいね。期
間ごとに問題が変わるので、全種類制覇目指してチャ
レンジしてみてください。

【保護者のみなさんへ】
　知識と情報の宝庫である図書館の使い方を楽しく学
べるように、いろいろな問題を用意しています。ぜひ、
お越しください。

図書館クイズにレッツチャレンジ

７月展示

一般：本で巡る世界遺産
　現在、日本には17の世界遺産があることをご存知で
すか。世界遺産とは、ユネスコ（国際連合教育科学文
化機関）により定められた世界の文化遺産および自然
遺産です。最近では、群馬県の「富岡製糸場」が ６ 月
に開かれる世界遺産委員会で審議され、登録される見
通しとなっています。図書館では、世界遺産をテーマ
にした本の展示と貸し出しを行います。世界遺産を通
じて、その土地の文化や歴史に触れる旅をしてみませ
んか。

児童：�のりもの大集合
　人や物を運ぶ、車や電車。みんなの暮らしと、深い
関わりをもっている働く車。町の中にはたくさんのの
りものが走っています。本の中でも、いろいろなのり
ものに出会うことができるんです。みんなの大好きな
のりものに乗って、ワクワクドキドキのおはなしの旅
にでかけてみよう。図書館では、いろいろなのりもの
が登場する本の展示と貸し出しを行います。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）
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保健センター
大洲市保健センター☎23－0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52－3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34－2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39－2113（河辺地域）

6 日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0８９3︵２５︶7710

13 日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0８９４︵６２︶６８01

20 日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0８９3︵２3︶0５10

21 日㈪ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0８９４︵２４︶11９９

27 日㈰ さ わ い 小 児 科 医 院 （ 中　 村 ） ☎0８９3︵２４︶7５30

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・ピロリ菌、ペプシノゲン検査
実施日 受付時間 場　所 内　　　　容
3 日 ㈭
４ 日 ㈮

午前 ８ 時30分～
11時

久米公民館 【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　　４0 ～ 7４歳の国保加入者／ 1,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　４0歳以上の人／ 1,２00円
▽肺がん検診　　　　　４0歳以上の人／ 700円
▽大腸がん検診　　　　４0歳以上の人／ ６00円
▽前立腺がん検診　　　５0歳以上の男性／ ２,1６0円
▽肝炎ウイルス検診　　４0歳以上の人／ 700円
※7５歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　　7５歳以上の人／無料
※ 日頃、病院にかかっていない人や病院にかかっているが

生活習慣病の治療や検査を受けていない人は、特に受診
をお勧めします。（後期高齢者医療被保険者証を必ずご
持参ください）

９ 日 ㈬ 上須戒公民館
10 日 ㈭
11 日 ㈮ 平公民館

1５ 日 ㈫
1６ 日 ㈬ 平野公民館

17 日 ㈭
1８ 日 ㈮ 南久米公民館

２２ 日 ㈫ 午前 ８ 時30分～
10時30分 三善公民館

２3 日 ㈬
２４ 日 ㈭

午前 ８ 時30分～
11時 八多喜公民館

２８ 日 ㈪ 午前 ８ 時30分～
10時 農村活性化センター

２９ 日 ㈫ 午前 ８ 時30分～
10時30分 柳沢公民館

　　今年度より保険の種類に関係なく、４0 ～ 7４歳の市民を対象に、胃の健康度を調べる血液検査を実施します。
　 　内容は、ピロリ菌・ペプシノゲン検査（約６,000円）が無料で受けられます。各地区の特定健診と同時に実施します。
　希望者は、保健センターに申し込みください。

７月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
８ 日 ㈫

午後 1 時～
1 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（２６年 ２ 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル９ 日 ㈬ 10か月児育児相談（２５年 ９ 月生）

1５ 日 ㈫ 1 歳 ６ か月児健診（２４年1２月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類２3 日 ㈬ 3 歳児健診　　　　（２3年 ６ 月生）

　婦人がん検診　
実施日 乳がん受付時間 場　所 内　　容
４ 日 ㈮

午前 ８ 時30分～ 11時
午後 1 時～ 1 時30分

久 米 公 民 館
子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場
所も午後 1 時～ 1 時30分です。

【対象者／料金】
▽子宮頸がん　２0歳以上の女性／1,000円
▽乳がん　　　４0歳以上の女性／1,２00円

本人確認のため保険証をご持参ください。
　※7５歳以上の人は無料

９ 日 ㈬ 上須戒公民館
11 日 ㈮ 平 公 民 館
1６ 日 ㈬ 平 野 公 民 館
1８ 日 ㈮ 南久米公民館

２２ 日 ㈫ 午前 ８ 時30分～ 10時30分
午後午後 1 時～ 1 時30分 三 善 公 民 館

２４ 日 ㈭ 午前 ８ 時30分～ 11時
午後 1 時～ 1 時30分 八多喜公民館

２９ 日 ㈫ 午前 ８ 時30分～ 10時30分
午後 1 時～ 1 時30分 柳 沢 公 民 館

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【 8：30 ～17：30】 夜間帯 【17：30 ～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 ８ 時30分～午後 ５ 時1５分
場　社会福祉課子育て支援室
問　☎２４－２111 ︵内線1８５ ･ 1８８︶

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 ９ 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４５８0

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 ８ 時30分～午後 ５ 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎２４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 ８ 時30分～午後 ５ 時1５分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎２４－7８30

▽物忘れ相談
時　 7 月２3日㈬　午後 1 時30分～ ２ 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２４－２111 ︵内線1６９ ･ 17６︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ ４ ・ ５ 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－0313
    （相談室直通）　　　　☎２3－５６２９
長浜地域
時　 7 月２５日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎５２－11９４
肱川地域
時　 7 月 7 日㈪　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－２31２
河辺地域
時　 7 月10日㈭　午前 ９ 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－２５10

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0８93（23）115６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ６時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

広報大洲 ７月号27



広報大洲 ６月号 28

発
行
／大
洲
市
役
所
　
編
集
／企
画
調
整
課

〒
795 － 8601 愛

媛
県
大
洲
市
大
洲
690－

1　
☎
0893 － 24 － 2111

広
報
大
洲
7
月
号
  No.114

大
洲
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ozu.ehim

e.jp/
広
報
お
お
ず
は
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　　 伊予長浜豊年踊り保存会

     会長　豊田　芳
よし

弘
ひろ

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　伊予長浜豊年踊りは、大正11年頃、苦しい農民の暮ら
しに明るく楽しいものを取り入れたいと考え、下須戒の
川田時

とき

衛
え

さんが創作しました。重労働である農作業をモ
チーフにした素朴ながらユーモアあふれる踊りは、当時
から人気があり、郷土芸能として現在まで踊り継がれて
います。かつては万国博覧会での披露や伊勢神宮への奉
納のほか、ハワイ公演の経験もあり、国内だけでなく海
外からも公演依頼があります。
　現在は18人の保存会員で活動していて、毎月第３金曜
日に大和公民館で練習を行っています。公演では７～８
人で踊りますが、その日の状況により役割を決めるので、
会員全員が11景ある踊り全てを覚える必要があります。
　ほかの団体と同じように、後継者の育成が重要な課題
です。大和小学校や長浜高等学校の児童生徒が、クラブ
活動で豊年踊りに取り組んでいて、保存会員が指導を
行っています。卒業後に保存会に入会した生徒もいて、
次世代の担い手として期待しています。
　豊年踊りは、催事を盛り上げる余興としてだけでなく、
地域おこしの一環としても伝承していくべきものであると
思います。私一人ではできないことなので、会員全員の力
でこの歴史と伝統のある豊年踊りをより多くのみなさんに
知っていただき、後世に伝えていきたいと思います。

　

今
回
、
大
洲
市
喜
多
郡
中
学

校
総
合
体
育
大
会
を
取
材
し
ま

し
た
。
ど
の
会
場
で
も
、
白
熱

し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
て
い

て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
の
を

忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。
取
材
を
し
な
が
ら
、

30
数
年
前
の
中
学
生
時
代
を
思

い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
幕
し
ま
し
た
。
日

本
代
表
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
２

勝
１
敗
の
好
成
績
で
突
破
し
、

過
去
最
高
と
な
る
ベ
ス
ト
８
に

輝
き
ま
し
た
。（
日
本
の
成
績

は
、
個
人
的
希
望
で
書
い
て
い

ま
す
） 

く

　

う
か
い
開
き
の
取
材
で
は
、

人
生
２
度
目
の
う
か
い
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取

材
用
の
船
と
い
う
こ
と
で
、
鵜

船
に
限
り
な
く
近
づ
い
て
の
撮

影
で
し
た
。

　

片
側
に
集
ま
っ
た
カ
メ
ラ
マ

ン
た
ち
の
重
み
で
船
が
傾
き
な

が
ら
も
、
迫
力
あ
る
写
真
を
撮

り
た
い
一
心
で
カ
メ
ラ
を
構
え

ま
し
た
。

　

船
の
反
対
側
で
、
踏
ん
張
っ

て
支
え
て
い
た
だ
い
た
係
長
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
写
真
が

…
。

　

ま
だ
ま
だ
、
修
行
不
足
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

や

編
集
後
記
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